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１ 

四
国
村
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)

に
源
平
の
古
戦
場
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
屋
島
山
麓
の
地
に
開
館
し
た
公
益

財
団
法
人
四
国
民
家
博
物
館
は
、
主
に
四
国
各
地
か
ら
古
民
家
な
ど
を
収
集
し
移
築
復
元
し
た
野
外
博
物

館
で
あ
る
。 

約
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
は
三
十
一
棟
の
建
物
が
点
在
し
、
河
野
家
住
宅
や
砂
糖
し
め
小
屋
な

ど
、
国
か
ら
指
定
・
登
録
を
受
け
た
建
物
が
二
十
二
棟
あ
る
ほ
か
、
残
り
の
建
物
も
香
川
県
や
高
松
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
糖
・
醤
油
の
製
造
用
具
を
は
じ
め
と
し
た
約
二
万
点
に
の
ぼ
る

民
具
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
平
成
十
四
年
に
は
、
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
設
計
に
よ
る

「
四
国
村
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
新
設
し
、
国
内
外
の
絵
画
や
考
古
遺
物
な
ど
を
展
示
し
、
当
館
の
新
た
な
一

面
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

建
築
史
学
・
民
俗
学
上
非
常
に
価
値
が
あ
り
、
屋
島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
先
人
た
ち
の
知
恵
や
工
夫

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
「
四
国
村
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。 
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【
四
国
村
概
要
】 

・
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)

…
財
団
法
人
四
国
民
家
博
物
館
が
開
設 

（
一
九
七
五
年
十
一
月
二
十
五
日
設
立) 

・
平
成
二
十
三
年
…
公
益
財
団
法
人
四
国
民
家
博
物
館
に
認
定 

・
敷
地
面
積
…
約
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル 

・
標
高
…
約
七
十
メ
ー
ト
ル 

・
総
キ
ロ
数
…
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱 

・
建
物
…
三
十
一
棟
十
三
基 

 【
設
立
の
理
念
】 

四
国
四
県
に
残
存
す
る
特
色
あ
る
民
家
を
屋
島
山
麓
の
当
館
敷
地
内
に
移

築
復
元
し
、
一
般
公
開
す
る
こ
と
で
社
会
貢
献
を
お
こ
な
う
。 

 【
入
村
時
間
】
※
年
中
無
休
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
よ
り
、
臨
時
休
業
の
場
合
有
り
） 

・
四

月

～
十

月
…
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時 

・
十
一
月
～
三
月
…
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分 

文化財種類 建造物 民具 

国指定文化財 2 件  

国指定有形民俗文化財 2 件（6 棟） 6,514 

県指定文化財 3 件（3 棟）  

市指定文化財 4 件（6 棟）  

登録文化財 27 件（16 棟 11 基）  
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２ 

か
ず
ら
橋 

徳
島
県
三
好
市
西
祖
谷
善
徳
に
あ
る
か
ず
ら
橋
（
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
）
の
模
倣
物
で
あ
る
。
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
は
長
さ
約
四
十
五
メ
ー
ト
ル

に
対
し
て
四
国
村
の
か
ず
ら
橋
は
約
三
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ひ
と
ま
わ

り
小
さ
い
が
、
建
材
で
あ
る
「
か
ず
ら
」
は
本
場
祖
谷
か
ら
持
ち
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
か
ず
ら
の
架
け
替
え
を
三
年
に
一
度
行
い
、
そ
の
際
は
祖

谷
か
ら
の
職
人
に
よ
る
架
け
替
え
作
業
が
行
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、
平
成

三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
架
け
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
た
。 

か
ず
ら
橋
の
起
源
は
、
弘
法
大
師
が
祖
谷
に
来
た
と
き
困
っ
て
い
る
村

民
の
た
め
に
架
け
た
と
か
、
平
家
の
落
人
が
こ
の
地
に
潜
み
、
追
っ
手
が

迫
っ
て
も
す
ぐ
切
り
落
と
せ
る
よ
う
に
葛
を
使
っ
て
架
け
た
と
の
伝
説

も
あ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。 

 

かずら橋 かずら橋架け替え作業の様子 



4 

 

３ 

小
豆
島
農
村
歌
舞
伎
舞
台  

文
久
三
年(

一
八
六
三)

以
前 

香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
部
に
あ
っ
た
農
村
歌
舞
伎
の
舞
台
で
あ
る
。

寄
棟
造
で
、
屋
根
は
主
に
茅
葺
で
正
面
は
茅
屋
根
を
切
り
上
げ
て
、
桟
瓦

葺
の
庇
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
の
一
部
に
江
戸
時
代
の
建
築
物
で

あ
る
こ
と
を
示
す
墨
書
が
残
る
。
こ
こ
で
は
毎
年
十
月
に
地
元
中
学
生
に

よ
る
子
供
歌
舞
伎
を
公
演
す
る
ほ
か
、
端
午
・
桃
の
節
句
に
合
わ
せ
て
、

四
国
村
所
蔵
の
五
月
人
形
や
雛
飾
り
の
展
示
（
平
成
三
十
一
年
は
三
月
十

七
日
ま
で
）
を
行
っ
て
い
る
。 

昭
和
五
十
三
年(

一
九
七
八)

に
高
松
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
。 

   

小豆島農村歌舞伎舞台 ひな飾り 
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４ 

ア
ー
チ
橋 

明
治
三
十
四
年 

こ
の
橋
は
、
香
川
県
高
松
市
国
分
寺
町
新
名
石
舟
の
金
比
羅
街
道

沿
い
に
あ
っ
た
も
の
で
、
県
道
の
拡
張
に
よ
り
昭
和
五
十
七
年(

一
九

八
二)

に
四
国
村
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。
豆
腐
型
の
石
を
積
み
重
ね
た

石
造
ア
ー
チ
橋
で
、
鷲
ノ
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
安
山
岩
（
※
）
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
要
石
部
分
に
は
鯉
と
唐
獅
子
の
浮
彫
り
装
飾
が

施
さ
れ
て
い
る
。
橋
に
は
建
築
年
と
作
者
の
銘
「
明
治
三
十
四
年
十

二
月
築
之 

兎
子
尾
与
次
郎 

米
吉
」
が
残
っ
て
い
る
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。 

※
安
山
岩
…
鷲
ノ
山
（
国
分
寺
町
南
部
）
に
産
す
る
角
閃
安
山
岩
と
い
う
種

類
の
石
は
、
古
墳
時
代
に
石
棺
と
し
て
多
用
さ
れ
、「
石
舟
」
と
い
う
地
名
の

由
来
に
な
っ
た
と
い
う
。 

  

アーチ橋 
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５ 

福
井
家
石
蔵 

明
治
中
期 

国
分
寺
町
に
あ
る
鷲
ノ
山
産
の
安
山
岩
（
※
）
で
造
ら
れ
た
壁
と
、

本
瓦
葺
の
屋
根
で
造
ら
れ
た
頑
丈
な
蔵
で
あ
る
。
屋
根
の
下
地
に
は

細
竹
を
用
い
る
伝
統
的
な
仕
様
の
一
方
で
、
内
部
の
床
に
は
レ
ン
ガ

を
敷
い
た
モ
ダ
ン
な
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。 

ア
ー
チ
橋
同
様
香
川
県
高
松
市
国
分
寺
町
新
名
石
舟
の
金
比
羅
街

道
沿
い
に
あ
っ
た
が
、
県
道
拡
張
に
際
し
昭
和
五
十
七
年(

一
九
八

二)

年
に
四
国
村
へ
寄
進
さ
れ
た
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。 

  

６ 

前
田
家
土
蔵
・
座
敷 

明
治
後
期 

昭
和
五
十
三
年(

一
九
七
八)

に
高
知
県
高
知
市
布
師
田
か
ら
移
築
復
元
さ
れ
た
こ
の
蔵
は
、
木
造
二
階

建
て
切
妻
造
で
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
の
置
屋
根
式
で
あ
る
。
蔵
の
入
口
横
に
つ
い
て
い
る
の
は
番
屋
と
呼
ば

れ
る
隠
居
屋
と
離
れ
座
敷
を
兼
ね
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
土
蔵
は
高
知
の
平
野
部
に
多
く
見
ら
れ
る
。 

福井家石蔵 
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蔵
の
土
壁
に
は
瓦
を
張
り
付
け
て
漆
喰
を
盛
っ
た
海
鼠
壁
と
、
漆
喰
の
壁

面
に
水
切
瓦
（
※
）
を
数
段
付
け
、
多
雨
豪
雨
地
帯
で
あ
る
高
知
地
方
特

有
の
工
法
・
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
る
。 

※
水
切
瓦
…
土
壁
に
直
接
瓦
を
挿
し
た
も
の
で
、
土
壁
に
塗
ら
れ
た
漆
喰
が
雨
水

に
よ
っ
て
劣
化
損
傷
す
る
の
を
防
ぐ
。 

  

７ 

稲
田
家
土
蔵 
明
治
初
期 

昭
和
五
十
年(

一
九
七
五)

に
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
町
か
ら
移
築
復

元
さ
れ
た
。
蔵
は
木
造
二
階
建
、
茅
葺
屋
根
の
置
屋
根
で
切
妻
造
り
で
あ

る
。
特
徴
的
な
の
は
、
屋
根
、
入
口
や
窓
の
戸
枠
、
窓
の
庇
、
外
壁
の
板

な
ど
が
す
べ
て
取
り
外
し
可
能
で
あ
る
こ
と
。
破
壊
消
火
が
主
流
で
あ
っ

た
近
世
の
防
火
対
策
を
十
分
に
盛
り
込
ん
だ
造
り
に
な
っ
て
い
る
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。 

前田家土蔵 稲田家土蔵 
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８ 
大
久
野
島
灯
台 

明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三) 

広
島
県
の
大
久
野
島
に
建
っ
て
い
た
灯
台
で
あ
る
。
広
島
県
向
島
・
因
島
か
ら
広
島
県
大
崎
上
島
・
愛

媛
県
大
下
島
ま
で
を
結
ぶ
三
原
瀬
戸
航
路
を
照
ら
し
て
い
た
、
全
九
つ
の
灯
台
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
円

形
の
基
礎
は
高
さ
三
・
八
メ
ー
ト
ル
、
切
り
出
し
た
花
崗
岩
を
積
ん
だ
灯
塔
は
高
さ
五
・
一
メ
ー
ト
ル
、

直
径
三
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
鋳
鉄
製
の
灯
器
は
高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
。
老
朽
化
に
よ
る
改
築
に
伴

い
四
国
村
へ
移
築
復
元
し
、
現
在
二
代
目
が
現
役
稼
働
し
て
い
る
。
大
久
野
島
は
「
ウ
サ
ギ
の
島
」
と
し

て
も
有
名
。 

       

大久野島灯台 
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９ 

江
崎
灯
台
退
息
所 

明
治
四
年(

一
八
七
一) 

退
息
所
と
は
灯
台
守
の
宿
舎
で
あ
る
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
お

抱
え
外
国
人
技
師
に
よ
り
灯
台
技
術
が
導
入
さ
れ
、
外
国
人
技
師
が
退
息

所
を
設
計
し
た
た
め
洋
風
の
建
物
が
多
い
が
、
そ
の
後
そ
れ
ら
退
息
所
を

真
似
て
日
本
人
が
設
計
し
て
い
く
。 

洋
式
灯
台
で
あ
る
江
崎
灯
台
と
と
も
に
建
て
ら
れ
た
江
崎
灯
台
退
息

所
は
、
兵
庫
県
淡
路
島
の
北
端
に
あ
っ
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
六
年(

一

九
八
一)

か
ら
無
人
と
な
り
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
半
壊
し

た
こ
と
に
際
し
、
平
成
八
年
に
四
国
村
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。
灯
台
は

修
理
さ
れ
現
在
も
稼
働
中
。 

退
息
所
は
石
造
り
で
、
花
崗
岩
の
切
石
を
積
ん
で
壁
を
造
り
、
木
造

ト
ラ
ス
で
桟
瓦
葺
の
屋
根
を
支
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
Ｒ
・

Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
り
、
外
国
人
灯
台
守
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
こ

の
退
息
所
は
、
外
観
の
み
な
ら
ず
内
部
も
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。 

江崎灯台退息所 江崎灯台退息所内部 
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鍋
島
灯
台
退
息
所 

明
治
六
年(

一
八
七
三) 

鍋
島
は
、
瀬
戸
大
橋
が
通
る
与
島
に
隣
接
し
た
小
島
で
あ
る
。 

鍋
島
灯
台
は
洋
式
灯
台
で
、
退
息
所
は
翌
年
建
て
ら
れ
た
。
建
物
は
与

島
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
花
崗
岩
製
で
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
の
和
小
屋
組
で
あ

る
。
正
面
に
は
円
柱(

オ
ー
ダ
ー)

を
六
本
立
て
吹
き
放
し
に
な
っ
て
い
る
。

内
部
も
ほ
と
ん
ど
が
洋
式
だ
が
、
一
部
畳
敷
き
で
あ
る
。 

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
頃
ま
で
は
退
息
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
海
上
保
安
部
の
通
信
施
設
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
平
成
三
年

に
無
人
化
し
た
た
め
、
平
成
十
年
に
四
国
村
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。
平
成

十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
江
崎
灯
台
退
息
所
同
様
Ｒ
・

Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
設
計
。 

Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン(

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
ン)

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
街
で
生
ま
れ
た
。 

鉄
道
会
社
に
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
英
国
政
府
か
ら
灯
台
技
師
の
選
任

鍋島灯台退息所 鍋島灯台退息所内部 
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を
任
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
に
採
用
さ
れ
、
明
治
政
府
お
抱
え
の
灯
台
技
師
と
し
て
明
治

元
年(

一
八
六
八)

に
来
日
。
日
本
に
滞
在
し
た
約
八
年
の
間
に
三
十
余
り
の
灯
台
を
建
て
た
こ
と
か
ら
「
日

本
の
灯
台
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
。 
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ク
ダ
コ
島
灯
台
退
息
所 

明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
三) 

ク
ダ
コ
島
は
、
愛
媛
県
の
怒
和
島
と
中
島
の
間
に
あ
る
小
島
。 

灯
台
が
建
て
ら
れ
た
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
同
じ
く
退
息
所
も
建

て
ら
れ
た
。 

建
築
当
初
は
レ
ン
ガ
造
り
で
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
だ
が
、
現
在
は
構
造

上
の
問
題
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
な
っ
て
い
る
。
屋
根
は
桟
瓦
葺
の
和
小
屋

組
。
内
部
は
左
右
に
ほ
ぼ
対
称
の
間
取
り
で
、
二
家
族
が
居
住
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
内
装
に
和
風
要
素
を
多
く
取
り
込
ん
で
お
り
、
明
治
初
期
の
建
築

様
式
と
は
異
な
る
。 

ま
た
、
別
棟
と
し
て
風
呂
と
倉
庫
を
兼
ね
た
建
物
を
隣
接
す
る
。
灯
台
の

無
人
化
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
退
息
所
は
平
成
八
年
に
四
国
村
へ
移
築
復
元

さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。 

クダコ灯台退息所 クダコ灯台退息所内部 
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醤
油
蔵
・
麹
室 

江
戸
時
代
末
～
明
治
時
代
末 

四
国
村
に
は
仕
込
蔵
二
棟
と
麹
室
一
棟
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
昭
和
五
十
九

年(

一
九
八
四)
に
香
川
県
大
川
郡
引
田
町
か
ら
移
築
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

二
棟
の
仕
込
蔵
は
ど
ち
ら
も
似
た
造
り
で
あ
り
、
花
崗
岩
の
布
石
を
基
礎

と
し
、
切
妻
造
本
瓦
葺
の
屋
根
と
、
漆
喰
塗
大
壁
に
波
型
軒
な
ど
が
共
通
す

る
。
西
側
の
仕
込
蔵
内
部
の
柱
に
二
階
梁
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
中
二
階
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
東
側
の
仕
込
蔵
に
は
麹
室
が
隣
接
し
て

お
り
、
蔵
内
部
に
は
押
船
と
呼
ば
れ
る
諸
味
を
搾
る
機
構
を
備
え
て
い
る
。

 

麹
室
は
、
切
妻
造
本
瓦
葺
の
屋
根
が
仕
込
蔵
の
屋
根
面
ま
で
達
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
体
の
建
物
に
見
え
る
が
、
構
造
上
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

麹
づ
く
り
は
温
湿
度
の
調
整
が
重
要
で
あ
り
、
入
口
は
中
外
の
戸
枠
に
板
戸

を
各
一
枚
付
け
、
壁
も
二
重
と
す
る
な
ど
外
気
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
な

工
夫
が
見
ら
れ
る
。 

昭
和
六
十
一
年(

一
九
八
六)

に
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
。

 

醤油蔵・麹室 醤油蔵内部 
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異
人
館(

ワ
サ
・
ダ
ウ
ン
住
宅)

 
 

明
治
三
十
八
年(

一
九
〇
五) 

イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ダ
ウ
ン
夫
妻(

妻
は
日
本
人
で
ワ
サ
・

ダ
ウ
ン)

の
住
宅
と
し
て
、
兵
庫
県
神
戸
市
生
田
区
北
野
町
に
建
て
ら

れ
た
。 

そ
の
後
昭
和
十
九
年(
一
九
四
四)

か
ら
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
社
員

寮
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
一
年(

一
九
六
六)

に
新
た

な
社
員
寮
が
完
成
し
た
た
め
空
き
家
と
な
り
、
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七

六)

に
四
国
村
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。 

こ
の
建
物
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
と
呼
ば
れ
る
植
民
地
時
代
に
発
展

し
た
西
洋
の
建
築
様
式
の
典
型
例
で
あ
る
。
木
造
二
階
建
寄
棟
造
で
、

屋
根
は
桟
瓦
葺
。
正
面
一
階
は
吹
き
放
し
と
す
る
が
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ

に
は
ガ
ラ
ス
戸
を
立
て
込
ん
だ
造
り
に
な
っ
て
い
る
。 

平
成
十
二
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
現
在
は
事
務
所
・

喫
茶
店
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。 

異人館 異人館内部 
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「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


